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ら

回

復

し

て

^

く

力

を

失

な.
 

っ

て

ぃ

な

ぃ」

,(

石

渡

氏)

と

か

？「

相

対

的

安

楚
^

J

-に

お

け

る「

週

期

的

農
'.

r

業

局

面

か

ら

の

回̂1j,: (

栗

原
^

V
と
：
.い
う
こ
と
も
言
-い
え
な
い
こ
.

ど
.：

に
：
.
^
り 

は
し
汔

か

赢

わ
れ
る
©
'で
あ
る
。
け

だ

.し
、
‘

「

大
衆
の
窮
乏
化」

は

「

構
 

成

的

失

業」

に
%

の
！&

的

表

現

：を
見

出

す

如

く

、
..：

 i.

般

的

危

機

下

の

！
^

で 

:

あ

つ

た

替

だ

：か

：ら
一
で
灰
る
0 

;

I

般

的

危

機

於

も

と

づ

く

「

消

費

大

衆

の

は
げ
し 

■
い
窮

乏

注

は

そ

の

下

に
お
け
る
恐

慌

及
び
農

業

恐

慌

の

深

刻
さ
と
.特
殊
性
を 

説

明
^

う

る

も

の

で

は

あ

つ̂

^
、

そ

；-
か
.ら

直

ち

に

、
：
.雲

農

業

恐

慌

.

(

一 

-;
1

-*
ー：0〜

 
一I.

三

年

；

>
、
：

一
九

r
f

九

年

農

業

恐

慌

、
へ「

丸

三

七

年

農

業

恐

慌

、

等
 

々
：を
説
明
し
き
づ
て
_し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
が
な
：い
の
で
.あ
る
0

.

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の.
よ(

う
な
调
題
意
識
か
ら
、

一
般
的
危
機
第
一
段
階
に
お 

.
け
る
農
業
恐
慌
発
生
の
具
体
的
な
歴
史
的
諸
条
件( .
と
く
に
一
：
般
経
済
恐
慌
と 

の
関
痛
及
び
：農
業
生
産
カ_

造
の
輋
異)

'-.
を
明
ら
：か
に
し
つ
つ
、
を
V
ぞ
ユ
の 

農
業
恐
慌
，の
挫
胳
を
把
握
し
よ
う
と
：す
る
'も
の
で
あ
る
が
、

本
稿
、

す
な
わ 

ち
>

• $
可
及
び
次
号
で
取
扱
う「

.
一：'
.
般
的
危
^
^

1.

段
階.
に
：お
け
る
農
業
恐
慌 

の
分
析
㈠J

:

に
お
い
て
は
、

1-

九
'ニ
©
年
のT

獲

農

業

恐

慌

」

：
'
を

と

り

あ

げ

 

る
。
前
半
：(

本号
： )：

で
は
ま
ず
、
：戦
後
農
業
恐
慌
の
囊
的
菡
盤
と
し
て
の
第 

ー
次
大
戦
に
よ
る
世
源
経
^̂

造
の
変
化
を
明
ら
か
匕
し
、
.そ
れ
を
舞
台
と
し 

て
戦
後
全
般
的
経
済
恐
慌
が
ど
^
よ
う
な
.メ .
力..
I
1
X..
ろ
に
：お
い
て
発
^
し
た
か 

:
が
分
析
さ
れ
る
0
こ.
と
で
は
大
戦
に
よ
る
篇_
..
:
|̂

国
関
係
の
逆
転.
と
、
資 

本
主
義
世
界
に
お
^.
る
農
業
生
産
力
の
配
置
転
換
=

3,
丨
ロ
ッ
。ハ
_

の
衰
皂 

と
大
西
洋
彼
岸
諸
国
と
く
に
ァ
ソ
リ
ヵ
に
：お
け
る
農
業
生
産
の
増
大
及
び
そ
の 

内
容
が
■問
題
と
さ
れ
、.
次
い
で
、：
戦
後
ブ
I
ム
■の
特
質
J
投
機
的
性
格
と
戦
後 

恐

慌

の

深

；
度

を

明

ら

：
が

：
に

.
す
る.
と
と
を
通
じ
て
、.
全
般
的
恐
慌
発
生
の_ 
メ
カ
土

ズ

ム

と

そ

の
i

的

性

格

を

剔

抉

し

、,
一

九

ニ

〇
$

後

恐

慌

は

，

「

統

一

的

世
' 

界

循

巒

の

回

復
.と

し

：て

意

義

づ

け

ら

れ

る°'
後

半

(

次

号)

に

お

い

て

は

、 

馨

農

證

慌

は

か

か

る

麗

恐

慌

の

一

豸

に

ほ

か

な

ら

'な

い

と

い

ぅ

立

場

に
 

立

っ

て

、

一

九

ニ

〇

年

に

は

じ

ま

る.農

産

物
§

の

_

は

戦

後

恐

慌

に

よ

る
 

大

量

失

業

の

発

生

に

よ

っ

て.あ

た

え

ら

れ

た

こ

と

、
.
及

び

農

産

物
M

低

落

：の 

特

質

と
.戦

後

農

業

恐

慌

発

生.
.
深

化

の
.メ

ヵ

ニ

ズ
5

が

明

ら

か

に

さ

れ

る

の.で
. 

あ

る

が

、
.こ

こ

で

は

：
一

.
九

一

ー

〇

年

農

業

恐

慌

を

境

と

し

て

、

そ

れ

ま

で

.の

農

業
 

生

産

の

と

そ

の

後

の

農

業

生

産

：の

増

大

と

：で
，
は

生

産

力

迤

盤

が

瑕

本

的

に
 

異

な
?)
'

こ
.と

に

と

く

に

注

！

H

し

、

こ

の
_

農

業

恐
^

は

坐

産

性

の

下

向

^

列
 

に

お

け

る

農
f

産

の

増

大

が

ら

生

産

性

の

上

昇

系

列

に

お

け

る

そ

れ

ベ

の

生
 

産

カ

鉴

盤

の

転

換

を

劃

す

る

も

の

と

し

て

意

義

づ

け

ら

れ

、

農

民

罾

分

解

の

進
 

行

は

必

ず

し

も

農

業̂

!
持

続

の
.メ

ル

ク

マ—

ル

た

り

え

な

い

こ

.と

を

明

ら

か
 

に

し

て

、

一'九

ニ

四
i

1八

年

に

-%
農

業

恐

慌

が

持

続

し

だ

と.い

ぅ

「

.長

期

農
 

業

恐

慌」

論

は

'か

か

る

農

業

生

産

力

迤

盤

の

転

換

を

看

過

す

る

こ

と

に

よ

っ

て
 

全

産

業

部

門

.を

震

撼

す

る

全

般

的

過

剰

生

産

恐

慌

と

農

業

技

術

の

発

展

に

よ

る
 

部

分

的

過

剰

生

産

と.を

混

同

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

ず

る

。

■
.

(

1〕

ヴ
ァ
ル
ガ『

批
界
経
済
.恐
慌
史
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第
一
巻
第
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部
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ニ
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八
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頁
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s
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o
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(

5)

H

s nee, 

CTP. 

363.

?

) 

'
.
.
石
.渡
貞
雄
-:
•『

農
業
恐
慌
論』

：理
論
社
、

ー
九
五
三
年
ノ
ニ
五
六
頁
。
：
 

••
?

)

栗
原
亩
寿
.『

農
業
恐
慌
論f

青
木
文
庫
、

一
九
五
六
年
、
三
五
頁
。
 

(

8)

■■
石
渡
、
前
掲
書
、
二
一
一 
七
頁
。

,(

9)

栗
原
、
前
掲
書
、
九
頁
0

(

10)

石
渡
、.
前
掲
書
、
：

1:1

三
：〇
頁
。
：

(

11)

.

栗
原
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。
：

(

12)

石
渡
、；
前
掲
«

(

ぎ

§

頁
0

:

(

13)

栗
原
、
前
掲
書
、
三
八
頁
。
.
'

--
 

■

1

戦
後
員
^

恐
慌
の
構
造
的
基
盤
，

.

第T

次
大
戦
に
よ
る
世
界
経
済
權
迪
の
変
化——

■ 

-

.
 

.

.

.

.

.:
一
九
-:T

一
年
に
あ
ら
わ
れ
た
新
た
な
段
階
に
お
：け
る
農
業
恐
慌
の
震
は
、
 

翌
へ
一
：四
年
に
は
じ
ま
つ(

た
第
一
，次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
つ
て
f

し
た
が
、
 

;戦
命
終
結
後
、

一
九
ー
ち
年
に
は
戦
^
靈
の
ー
環
と
し
て
農
業
恐
慌
が
本
格 

的
に
爆
発
し
た
。
こ
の
戦
後
農
業
恐
慌
の
性
格
は
、
第
ー
次
大
戦
に
よ
る
批
界 

経

醫

造

の
.変
化
：に
よ
つ
：て
衡
定
的
に
規
響
れ
'て
い
る
0 

;ぺ

'

こ
の
世
界
経
済
め
.構
造
変
化
は
、
周
知
の
如
く
、
地
球
の
六
分
の|

の
地
域 

:

に
ソ
ヴ
ェ
ト
祀
会
主
義
国
を
う
：み
だ
し
だ
こ
.と
の
う
ち
に
集
中
的
に
表
現
さ

れ

、F

一
.般

的

危

機」

::
.の

発

生

：と

し

て

特

微

づ

け

ら

れ

て'い

る

が

、
'
資

本

主

義

:
\
.
一
 

.：

.'

,

:

.ニ

.

-
a
r
m

 
七)

'



出 所 ヴ ア ル ガ 『世界経済恐慌史』第 1 卷 第 2 部，第 3 6 表。

〔第 :t 表〕 イギリスにおける物価指数 • 生 産 高 . 輸 出 入 状 況 (1913え 1920-年)
■ -' - .......

\ 摘  
年 \ 要

卸売物価 
総 指 数

生 産 高 : 輸 出 人 状 況

_ 鉄 銑 鉄 石 炭 造 船 輸 出 輸 入 、入超額
1913 = 100 千ロングト

ソ
千ロングト 
ン：

百万ロング 
> ン

千登簿® 百万ホ•ンド 百7/ポソド 百万ポンド

1913 100 7664 10260 287.4 1200 525.3 659.2 133.9
1914 100 7835 8924 265.7 '1035 403.7 601.2 197.5
1915 127.1 8550 8794 253,2 410 384.9 752.8 367.9
1916 160.0 8992 9048 256.4 424 506.3 850.9 344,6
1917 205.9 9717 9322 248.5 772 527.1 994,5 467.4
1918 225.9 9539 9086 227.7 826 501.4 1285.2 783.8
1919 242.4 7894 7398 229.8 1019 798.6 1461,4 662.8
1920 295.3 9067 8035 229.5 1278 1034.5 1709.9 675.4

な
り
、

一.
九

1

八

年
に
は
七
億
八
三 

八
0

万
.ホ
.ン
ド
と 

未
曽
有
の
最
肩
額 

.
を

記

録

し

て

い

る

 

(

第
1-

表
，参
照
>
。

.
ド

ィ

ッ

に

つ

い

て
ぼ
、.
戦

争

.
に

ょ

 

っ
て
世
界
市
場
か 

ら
切
断
さ
れ
た
た 

め
に
、
輸
出
入
額 

か
ら
の
考
察
は
で 

き
な
い
が
、

「

戦 

争
景
気」

に
ょ
る
. 

部
門
間
生
産
の
不 

均
衡
は
ィ
ギ
リ
ス 

以
上
に
明
白
に
ぅ 

か
が
ぅ
.こ
と
が
.で 

ぎ
る
。
戦
^
が
勃 

楽

し

た

一

九

一

.
四

 

年
に
は
各
生
産
部 

門
と
も
前
年
に
比

一-*C

三
五
八)

諸
国
間
の
餐
的
地
位
に
づ
い
て
い
え
ば
、
：；従

来

の

霞
.赓

務

関

係

の

霸

、
：
 

す
ぐ
れ
て
、

ョー
ロ
ッ
パ
列
強
の
経
済
力
の
疲
弊
と
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
経
済
の 

決
宠
的
優
1

の
確
立
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
.と
が
で
き
よ
う
。

I

債

権

-.
值

務

国

の

地

佶

の

逆

転

'

:
—

.戶

丨

-

ッ

パ

経

済

の

疲

撕

と

:
':

■
*.
.

合
衆
围
経
済
の
決
定
的
優
位
性
の
確
立
！

ア
メ
リ
力
合
衆
国
が
参
戦
す
る
.ま
で
.は
連
合
軍
諸
国
の
金
融
を
引
受
け
て
い 

た
イ
ギ
リ
ス
.に
と
つ
て
、
戦
争
は「
イ
ギ
.リ
ス
.の
工
業
に
黄
金
の
雨
を
降
ら 

•L
J

、「

典
型
的
な
軍
需
景
気J

を
も
た
ら
^

i
。

卸
売
物
価
指
数
は
上
昇
.の
.一 

途
を
拙
り
、
鋼
鉄
生
産
高
は
戦
時
中
を
通
じ
て
戦
前
水
準
.を
上
回
り
、
と
く
に 

一
九
一
七
年
に
ば
1

1

に
達
し
、

ー'
九
—*

三
年
の
生
産
高
に
対
1>

ニ

六
.,
'

八 

%

増
と
な
？
て
い
^,
o'
1

'

し
力
し
、
，.反
面
、
■魏
鉄
.の
生
産
高
は
.
.一.
.九
二
.
.三
年
を
下
回
.
.つ
Iた
水
^

に
^

^
 

し
、
石
炭
産
額
は
一
九
一
，四
年
以
降
ほ
と
ん
ど
低
下
の一

途
を
迪
>
 

て
お
り
、
 

造
船
業
は
一
九
一
五〜

一
六
年
に
は
一
れ
一
一
一
一
ハ
ヰ
よ
り
一
三
％
も
低
下
し
た
一 

.
九
.
一
四
年
に
比
較
し
て
さ
え
.1
.
|
2以
下
.に
激
減
し
て
.
い
る
。
こ
，の
よ
う
な
現
象 

の
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
は「

戦
争
景
気
の
恐
慌
的
側
面(

d
e
r

: k
r
i
s
e
&
a
f
t
e

 

A
s
p
e
k
t

 

d
e
r

. 

ka.
<Dg

s
k
o
n
j
u
n
k
t
u
H
>
」

 

を
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の 

よ
う
な
戦
#

遂
行
に
よ
る
生
産
の
減
退
は
、
過
剰
生
産
恐
慌
の
場
合
と
は
異
つ、
 

て
、
輸
入
額
の
著
し
い
増
大
と
：し
て
あ
ら
わ
れ
て
：い
る
0

一
九
一
五
年
以
降
、
 

輸
入
額
が
著
し
く
増
大
し
、
入
超
額
は

一
九

一
五
年
に
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前
年
の
ー
蓓
以
上
と
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し
て
い
ず
れ
も
そ
の
；生
産
高
を
減
退
せ
し
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
生
産
部 

門
に
ょ
っ
て
異
っ
た
動
向
を
示
し
.た
。
例
え
ば
、
褐
炭
は
一
九
ー
五
年
に
は
ー 

九
一
三
年
水
準
を
も

上
回
り
:'

以
後
.
一，
九」

.八
年
ま
で
年
々
そ
の
生
産
高
を
増 

進
せ
し
め
た
し
、
：銅
生
産
高
も
一
九
：一
五
年
に
は
.一：九
一
三
年
水
準
を
約
一
万
i 

ト
ン
も
上
回
っ
て
五
万
九
〇
〇
〇
ト
ン
に
増
大
し
、
翌
一
六
年
に
は
約
八
方
ト 

ン
と
^

P

的
に
増
大
し
た
。
そ
の
後
は
や
や
低
下
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
戦 

学
終
洁
ま
で
七
万
卜
ン
の
生
産
高
を
維
持
し
て
い
る
.。

一，九
一
三
年
の
四
万
九 

五
〇
〇
ト
シ
と
比
較
ず
れ
ば
、
戦
時
中
如
^

に
銅
生
産
水
.華
が
高
め
.ら
れ
，た
.
か
：
 

が
わ
か
る
。
加
里
塩
、
銅
鉄
の
生
産
高
は
'一
九
一
三
年
水
準
を
上
回
る
こ
と
は 

で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
一
九
一
六
年
以
降
ニ〜

.三
年
に
わ
た

つ
て
一
九
一
四
年
の
生
産
高
を
上
：回
つ
て
い
る
の
で
あ
り
、
.
.と
く
に
、
加
里
塩 

は
一
，六
年
以
降
戦
争
終
結
ま
で
年
々
そ
の
生
産
高
を
増
大
し
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
、

石
炭
、

鉄
鉄
、

亜
鉛
の
生
1

ほ
は
ー
九
ー
ー
ー
5

水
準
は
勿 

_

そ
れ
ょ
り
か
.な
り
低
^

し
允
ニ
四
年
水
準
を
更
に
下
回
り
、
若
干
の
回
復 

を
：み
せ
た
年
：̂

せ
た
^

■ 

一
-
.*
一
 

セ
ギ
の
石
炭
生
産
高
を
除
い
て
す
ベ
て
一 

九
ー
四
年
水
灌
ま
で
は
回
復
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
造
船
、
硫
酸
、

セ
メ
ン 

ト
部
門
は
一
九
.一
四
年
以
降
殆
ん
ど
年
々
：著
し
い
低
'^

の
：、一
途
を
迪
り
、

一
九 

I

八
年
に
は
一
九
-:
一
一
年
に
比
し
て
、
造
船
は
1

12

、
硫
酸
は
1

2

ポ
く
に
、
 

セ
メ
ン
ト
ば
約
1

—
4

に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
生
産
高
を
減
じ
て
い
る
。
砂
糖
、
ビ 

,
丨
ル
の
生
産
も
一
九
一
四
年
以
降
低
落
乃
至
停
滞
を
つ
づ
け
、

一
九
一
八
年
に

S
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は

.

一

九

1
三

董

産

證

比

ー

し

て

、
ー
砂
糖
.は1
1
2、ビ
ー
ル
^
約
1
?:
に
ま
で
' 

^
谓
し
て
い
る
.
-«
2
表
参
®

。
：
 

：
'

.

i

の
よ
ぅ
に
、
戦
争
は
#.

生
産
部
門
に
異
な
マ
で
^

用

し

て

^

^

間

の

木

肖

 

.

.衡
を
も
た
ら
し
：つ

そ

の

が

か

で

、
へ
資
本
家
に
は
戦
時
利
^

を
保
証
し
、
.
ど 

く
に

r
v
.

ン
ツ
ヱ
ル
シ
の
利
_

を
増
大
せ
し
め
た
'0

例
え
ば
.、
ド
夂
ツ
翁
尤
の
製
ー 

鋼
企
業
ク
ル
ッ
プ
社
は「

ー
九
3

|

|

ー
 

.九
一
四
年
に
は
七
千
五
一
百
万
；マ'
ル 

ク

の

羽

潤

を

得

て

，
い

た

，
の

が

、

，
一

九

一

六

I

一
 

九
：.ナ
七
年
に
'は
、
..

1

億
七
千 

五
百
万
マ
ル
ク
、..同
社
の
株
式
資
本
の
九
：五
％
に
当
る
利
潤
を
挙
げ
'
M

と
.い 

.
わ
れ
て
.い
る
。
，
、

し
か
1

な
が
ら
、
-'
'
/戦
单
に
よ
る
ド
へ
イ
グ
§

の
荒
廃
は
戦
争
終
結
に
近
づ
く 

に
づ
れ
て
全
体
と
し
て
は
い

よ

い

よ
そ
の
生
産
量
を
縮

小

し
、

|

九
.一
三
年
を 

!

〇
〇
と
す
る
エ
業
生
産
綠
指
数
は
.
：■一
九
J

/V

年
に
は
五
.七
：に
低
下
し
：た
の
で 

あ
る
、

(

第
2

表
参
照
}

。.
.か

く

て

敗

戦

を

む

か

え

、
「

ド

イ

.
ツ

め

生

産

力

は

そ

の

 

本
国
の
1

f 

8

と
植
民
地
の
す
べ
て
.
の
喪
失
に
よ
っ
て
脆
弱
化
さ
れ
、
接
収
さ
れ 

た
領
土
に
あ
っ
た
大
部
分
：の
国
家
的
.

私
的
財
産
、
海
外
投
下
資
本
及
び
貿
易 

航
§

舶
ハ
の
没
取
と
い
っ
.
.た
大
量
の
現
^

^

付
と
破
壊
に
よ
'
っ
て
ド
イ
ツ
国
富 

は
減
少
し
た」

上
に
、
連
合
軍
諸
圉
が
戦
争
中
ァ
メ
リ
力
合
衆
国
か
ら
晋
金
し 

た
金
額
以
上
の
尨
大
な「

戦
爭
賠
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
^
ド
な
づ 

て
、
ド
イ
ツ
経
済
の
疲
弊
t

絶
頂
に
達
レ
た
の
で
あ
？
た
。

.

.

フ
ラ
ン
ス

は

そ

の
本
土
、が
直
接
的
に
戦
場
と
化
し
、
戦
争
勃
発
後
間
一も
な
く ： 

ド
イ
ツ
軍
，に
よ
っ
て
多
く
.の
地
方
が
占
領
さ
れ
た
の
で

.
、

イ

ギ

リ

ス
■や
ド

イ
ツ 

に
お
け
る
如
く「

戦
#

景

気」

.
に

よ

っ
.
て
生
産
を
増
大
し
た
部
門
は
な
に
ひ
と

,

:

--
*
四
'

(

三
：六
〇)

つ
な
く
、
石
炭
、
鉄
鉱
、
魏
鉄
、
銅
鉄
な
ど
^
幹
産
業
の
す
べ
て
が
、
そ
の
虫 

:
"
産
高
を
著
し
く
低
下
ぜ
U
め

ら

れ

た

°

一

 
九 
一
:3
:
年
に
、つ
い
て
、

一
九
一
三
年 

.

と
比
較
し
て
み
れ
ば
へ
右
炭
は
^
气

鉄

鉱

は

土

巧

銑

鉄

^
气

銷

鉄

丄

气 

.

ア
ル
；ミ..
ニ
ュ
I

ム
は
1

.2
'
以
下
に
、
ぞ
れ
ぞ
れ
殆
ん
ど
壊
滅
的
に
そ
の
生
産
高 

へ.
：
：.
を
激
減
し
て
：い
：る
。
.'
一：九」

六
年
以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
：に
お
い
て
回
復
の 

■'

:

方
向
に
む
か
；っ
た
が
、：
戦
争
終
結
後
の
一
九「

九
年
を
と
っ
■て
み
て
も
エ
業
生 

.

産
総
指
数
は1

九
3
1
年
の
：一.
〇
〇
に
対
し
て
a：
七
に
し
か
達
し
て
い
な
い
の 

で
あ
る
？
へ
し
た.
が
っ
ズ
，
フ
ラ
ンx

の
輸
入
額
は
一
九
一
五
年
に
飛
躍
的
に
増 

大

'1.
、
以
後
増
大
を
線
け
て
ー
：九
ニ
七
年
に
は
戦
時
最
高
の
入
超
を
示
し
ニ
ー 

V

五
億
四
5

〇
万
フ
ハ
ラ
ン
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は 
一
%

一
三
年
入
超
額 

'
の
実
に
一
四
倍
に
当
る
も
の
'で
あ
っ
た
の
で
あ
る(

第
3

表
參
照)

。

-

以
上
の
如
く
、"
戦
学
を
通
じ
て
の
経
済
の
疲
弊
、
生
産
の
減
退
に
ょ
っ
て
、

.
戦

前

ま

で

は

「

世

界

の

^

^

国

.( Q
l
s
u
b
i
g
e
r

-c
u
e
r 

W
e

s

で

あ

っ

た

西
ョ 

i

pッ
パ

■!
:
業
国

は

、

.大
部

分

そ

の

地

位

を

失

っ

'て)」

廣

務

国

の

地

位

に

逆

転
 

レ 
u
p 

.

;

'

■

.

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
及
び
日
本
は
債
権
国
と
し
て
飛
躍
的 

..
に
発
展
し
た
0
:日
本
に
つ
'
い
て
い
え
ば
、「

S

界
大
戦
の
時
期
に
お
け
る
エ
證 

,

産

^

:

^

額

の

増

大

は

殆

ん

ど

七

.
2r
^

_
tr
、
ニ
れ
一
八
年
に
は
、「

協
 

商
国
に
対
し
、

各
種
の
貸
付
金
五
億
円
を
提
供
し
^

*J 。

ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
は 

こ
の
矢
戦
を
通
じ
.て
'ハ
従
来
の「

債
務
国
か
ら
債
権
国
に
転
化
し
^ 8
o

「

合
衆
国
の
世
界
最
大
エ
業
国
群
の
一
つ
へ
の
向
上
は
.戦
前
の
こ
と
に
属
す 

る
が
、
戦
争
は
こ
の
；発
展
.に
決
着
を
つ
け
、
ョ
I

ロ
ッ
パ

か
ら
北
ア

メ
リ
力
へ

前掲書，第 1 卷 第 2 部，第 3 9 表。ダアル出所

Y 摘 

年\ 要 

次 \

工業生鹿 

総 指 数

生 、 産 高 輸 出 入 状 況

石 炭 鉄 鉱 銑 鉄 銅 鉄

百万トン

ア ノ レ 5
ニュ.一ム 輸出領 輪入領 入齒額

1913年= 百万トン 百フ/ トン 千トシ 于トン 百万フラン 百万フラン 百万フラン

1913 100 40.8 21.9 5207 4.69 13.5 6880 8421 1541
1914 'ン....— 27.5 11.3 2736 2.80 10.0 4869 6402 1533
1915 — 19.5 0.6 584 1.11 6.0 3937 11036 7099
1916 . ん — 21.3 1.7 1311 1.78 9.6 6215 20640 14425
1917 '丨、...— 28.9 2.0 1408 1.99 11.1 6013 27554 21541
1918 — 26.3 1.7 1293 1.80 12.0 4723 22306 17588
1919 57 31.4 9.4 2447 2.16 ' 10.2 11880 35799 23919
1920 62 34.7

.. ..■

13.9
■■ -■

3344 2.71 12.3 26895 49905 23010

〔第 3 表〕 フランスにおける工業生産指数.生産高 • 輸 出 入 状 況 （1918〜1920年 )

第 

一■
次
大
戦
後
の
農
業
恐
慌
の
性
格c

上)

の
国
際
的
債
権
の 

.形
で
あ
ら
わ
れ
て 

い
た
豊
富
な
資
本 

を
逆
転
せ
し
め
.る
. 

こ
と
に
よ
つ
て
合 

衆
国
の
.

H

業
競
争 

カ
を
強
化
⑶」

、
 

ア
メ
リ
カ
経
済
の 

絶
対
的
優
位
性
を 

確
立
せ
し
め
た
の 

で
あ
る
。
戦
学
勃 

楽

'後

の

最

初

の

一

 

.
年

間

は「

中

央

ョ

丨
ロ
ッ
パ
-と
の
関 

係
の
切
断
、
'経
済 

W

鎖
ぉ
ょ
び
そ
の 

他
の
諸
国
と
の
関 

係
の
混
乱」

：に
よ 

づ
て
、
合
衆
国
^:

済
は
異
常
な
®
難 

に
遭
遇
し
、
そ
れ 

が

—
.
ア

メ

リ

力

に

お
け
る
多
数
の
会
社
の
状
態
を
揺
り
動
か
し
、
.

.

.
一
九
一
五
年
に
は
、
破
産

件
数
に
お
い
て
、
.過
去
十
年
間
に
お
け
る
記
録
を
破
っ
た」

程
で
あ
っ
た
が
、

•

同
年
の
‘「

下
半
期
に
は
、.
既
に
、
軍
事
的
諸
要
因
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け 

る

経

済

的

景

気

の

築

展

：
に

お

い

：
て

決

定

的

1-

と
な
っ
て
い
た
の
で
.あ
^

か
く 

て
、
前

年「

斉
に
そ
c>
-
.生
産
高
を
減
少
し
た
石
荧
、.
鉄
鉱
、
銑
鉄
、
銅
鉄
、
銅 

な
ど
の
各
産
業
部
門
は
一
九
.
一
五
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
回
復
に
む
か
い
、
銅
鉄
と 

銅
の
生
産
は
そ
の
年
の
ぅ
ち
に
、
石
炭
、
鉄
敏
、
銑
鉄
も
翌j

六
年
に
は
一
九 

1

三
年
の
生
産
高
水
準
を
上
回
り
、
以
後
一
九
一
八
年
ま
で
著
し
い
発
展
を
示 

し
た
。
一
九
一
四〜

I

五
.年
に

一

九
一

三
年
の
1

2

以
下
に
ま
で
そ
の
生
産
高 

を
減
じ
た
機
関
車
、
車
輛
部
門
も
.

一

九
一
六
年
に
は
前
年
の
約
一
一
倍
の
坐
産
高 

を
示
ず
ほV

ま
で
に
回
復
し
、
と
く
に
機
関
車
.の
生
産
は
一
九
一
七〜

一
八
牢 

に
はJ

九
ニ
ー1

年
水
準
に
完
全
に
復
帰
し
.て
い
る
。
発
電
力
、
石
油
、
自
動
車 

な

ど

，
の

新

興

産

業

部

門

は

一

：
九

：

--
-
*
四

年

に

も

停

滞

す

る

こ

と

な

く

戦

時

中

を

通

 

じ
て
殆
ん
ど
一
貫
し
て
増
産
を
続
け
て
い
る
。
か
く
て
、
加
工
工
業
生
産
指
数 

は
.
一
九
--

三
年
2

ハ
七
か
ら
1

九
ー
七
年
の
八
ニ
に
、
鉱
業
生
産
指
数
は
同
期 

間
に
七
一
：か
ら
八
六

(

い
ず
れ
も
一
九
一
一
三〜

ニ
五
年
を 

一
0

0

と
す
る)

に 

増
大
し
，た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
'に
お
け
る「

戦

宴

気

」

.に
ょ
る
生
産
諸
部
門 

間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
.
は
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
お
：け
る
程
に
は
著
し
く
な 

■く
、
戦
争
終
結
前
一
.年
間
に
.建
築
、
自
動
車
、
人
絹
部
門
な
ど
、
主

->
し
て
平 

和
的
消
費
財
生
産
部
門
の
減
退
が
人
目
を
ひ
く
程
度
：で
あ
っ
た
ハ
第
4

表
参 

照)

.。
'

'

.

.

，左

.

.
 

.

:

a

j

p

ッ
。ハ
列
強
の
輸
入
0

増
大
に
対
応
じ
.で
ァ
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
日
本

五

C

S

ハ一
)
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の
輸
出
は
一
九
一
五
年
^

§

し
く_

カ
し
た
。

一
九

一
六〜

一
八
年
の
期
間 

に
お
い
て
合
衆
国
は
三
◦
億
ド
ル
以
上
の
出
超
を
記
録
し
つ
づ
け
て
お
り
、

一
：
 

九
一
四
年
ま
で
輸
入
超
過
で
あ
っ
た
日
本
も一

九
一
五
年
か
ら
四
ヶ
パ
ヸ
^
⑴
® 

に
転
じ
、

一
九
一
七
年
に
は
五
億
六
七
ニ
〇
万
円
の
出
超
を
記
録
し
た
の
で
あ 

る

(

第
5
表
参
照)

。〕

こ
.
.の
よ
.ぅ
な
、
バ
ヨ
.
1
. 
ロ
ッ
パ
列
強
.の
債
務
国
へ
の
転
化
，に
.対
佑
す
る
ア
.
メ
リ
. 

力
合
衆
国
の
1

国
へ
の
転
化
は
、
大
戦
に
よ
る
ョ
ー
ロ
ッ
。ハ
諸
国
の
過
少
生 

産
、
そ
れ
を
補
愼
す
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
生
産
の
拡
張
、
.と
い
ぅ
資 

本
主
義
世
界
の
生
産
力
配
置
に
お
け
る
ヨ
ー
口
ッ
パ
と
ア
メ
ヴ
力
の
地
位
の
逆 

転
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
経
済
力
疲
弊
に
対
す
る
合
衆
国
経
済
の
決
定
的
優
位

#

の
確
立
を
意
味
す
る
。

(

1)

ヴ
ァ
ル
ガ『

世
界
経
済
恐
慌

^』

第
一
巻
第
二
部
、
三
六
五
頁
。

(

2) 

Claude, 

H
.
: 

s
e 

W
e
l
t
k
r
i
e
g
e

 
目

d 

die 

r
e
f
o
r
m
a
t
i
o
n

 

d
e
r

o:Konomiscilen Zykleru 

,
,
K
o
n
j
u
n
k
t
u
r
l
K
r
i
s
e
l
i
c
r
i
e
w

 
二

, 

Internati

o'aale 

w
s
s
c
h
a
f

c+swissescilaftlic

tr'
e
w
o
n
f

 erenz 

der H
u
m
b
o
l
d
t
-
u
r
d
v

'2si

:̂t zu werlin, 

1959, 

s, 

67.
?

>

但
し
、
戦
時
中
の
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
は
新
し
い
機
械
の
調
逹
.や
新
工
場

.
の
建
.設
に
ょ
る
蓄
稹
の
拡
大
は
軍
需
品
生
産
者
と
し
て
の
独
占
資
本
に
の
み 

保
証
さ
れ
、
，他
の
多
く
の
資
本
家
.に
は
投
資
禁
止
が
行
わ
れ
た
の
で
、
こ
の

ふ ^ 摘

:論

ァメ リ 力 合 衆 国 日 .本

輪出額 i 輸入領 .出超額 輸出額 輪入額 出超額
百万ドル 百万ドル 百万ドル 百万ra 百万W 百万H

1913 2448 1757 691 632.5 729.4 (- )9 6 .9
1914 2071 1747 324 591.1 595.7 ( - ) 4 . 6
1915 3493 1717 1776 708.8 532.4 175.9
1916 5423 2332 3091 1127.5 756.4 371.1
1917 6170 2889 3281 1603.0 1035.8 567.2
1918 6048 2930 3118 1962.1 1688.1 274.0
1919 7750 3734 4016 2098,9 2173.5 (一) 74.6
1920 8081 5X31 2950 1948.4 2336.2 (―)387.8

力及びR本における輸出入状況

(1913 〜1920年:
ア第 5 表〕

前掲書, 第 1 卷第 2 部，第 37表，第 40出 所 ヴ ァ

戦
時
利
潤
は
多 

く
の
中
小
資
本

家
に
と
つ
て
は

紙
幣
.利
益
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W
9:)
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四
〇
五
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C
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宇
高
基
輔：「

世

：
界.恐
慌
史」

I

.『

講

座
-
恐
慌
論
¥

>
恐

慌

史

』
：一 

〇

三
.

—

四
見
べ
 

•

(

11) 

Sering, a. a. 

0., S
;
19.'

.
12)

ヴ
ァ
ル
ガ
、
前
掲
書
、
弟
一
巻
第
二
部
、
三
七
四
頁
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m

-

nツ
パ
農
業
の
衰
退
と

大
西
洋
彼
岸
諸
国
に
お
け
る
農
業
生
産
の
増
大

•
 

•
 

•
 

-
 

•
 

-
 

» 

.

.
'
以
上
の
ょ
ぅ
な
世
界
経
済
の
構
造
的
変
化
は
、
農
業
に
お
い
て
は
ョ
ー
口
ッ 

パ
員
罾
の
衰
退
と
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
衆

®
を
は
じ
め
と
す
る
大岸諸国にお

 

け
る
農
業
生
産
の
増
大
と
し
て
：あ
ら
わ
れ
た
。

.

.

:

戦
争
は
中
部
及
び
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
農
業
生
産
の
：は
げ
し
い
減
退
を 

も
た
ら
し
た
。
戦
争
に
.ょ
っ
て
農
地
が
戦
場
と
化
し
、
濃
寒
i

力
が
兵
士
と 

し
て
召
集
さ
.れ
る
こ
と
■に
よ
つ
て
、

ヨ
ー
ヲ
ツ
パ
農
業
、
と
く
に
大
陸
の
農
業 

は
特
別
，の
苦
難
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
.る
。
農
民
と
と
も
に
：馬
が
戦
場
に
か
り
だ 

さ
れ
、
化
学
肥
料
は
軍
需E

的
に
使
用
さ
れ
、
栄
養
飼
料
の
輪
入
が
中
断
さ
れ 

た
の
で
家
畜
は
大
損
害
を
与
え
ら
れ
た
。
；か
.
く
て
、T

耕
地
は
そ
の
収
獲
力
を 

失
い
ヽ
.
乳
年
は
そ
の
搾
乳
カ
を
先
っ
&

の
で
あ
る
。
：

く 

小
麦
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ド
ィ
ツ
で
は
，1

九
一
瓦
年
に
は
そ
の
播
種
面
積
は 

;
j
九

： 1

三
年
ょ
り
も
終1

ニ
万
へ
ク
タ
ー
ル
増
大
し
た
0 -
に
収
獲
高
は
逆
に

--
»
七

:

.

一
 

セ

(

三
六
三)

.

 

.

.

‘



イギリス フランス ドイツ アメリ力

クオ一タ一当 
り，シ5ング

キンタール当 
り, フラン

トン当り>
.マルグ

ブヅシェル

1913 31/9 27,73 199 0.88
1914 35/0 28.16 216 1.08
1915 53/11 29.51 230 1，13
1916 58/5 29.79 206 1.68
1917 75/9 37.12 179 2.25
1918 72/9 56.61 222 2.22
1919 72/10 55.35 124 2.24
1920 80/7 29.85 79 2,23

格の変動 

〜1920年:
主要資本主義国におけ纟小麦価

(1911

ルガ，前掲書，第 1 卷第 2 部，第36〜第 

フランスは戦前•金フランに換算の数字。

(

2

.

)

F
e
s
t
u
n
g
)
」

に
よ
る
も
の

で
、
経
済
法
則 

.は
現
実
に
は
こ 

の
埒
外
で
貫
徹 

し
て
い
た
と
い 

ぅ

べ

き

で

あ

.ろ

苐 8 表:

に
お
け
る
小
麦

_

の
値
上
り

ヴ

辕

は

、
ア
メ
リ
ヵ

0

合
衆
国
を
は
じ 

出

.

め
と
す
る
大
西

洋
彼
岸
諸
国
の
製
。ハ，.：
ン

用

穀

物

の

輸

出

増

加

を

促

し

、

農

産

物

®

'

を

上

昇

せ

 

し
め
て
生
産
の
増
大
を
も
た
ら
し
た(

第
g

表
参
照)

。

た
と
え
ば
、

合
衆
国 

に
お
け
る
一
九I

四〜

4

五
年
に
お
け
る
小
霧
出
高
の
飛
躍
的
増
加
は
、
小 

.麦
生
産
高
の
相
当
の
增
太
に
.も
か
か
わ
ら
ず
麗
を
騰
貴
せ
し
办
、

一
九
一
六 

年
及
び
一
.七
年
に
：は
小
麦
価
格
は
.；一
九
.一
三
年
の
約
二
倍i

l

急
騰
し
た
s

g

,
 

表
参
照)

。广
そ
の
結
果
> 

小

露

歡

積

は
1

九
ー
三
年
の
ニ
一
一 

〇
万
へ
ク 

'タ

ー

ル

か

ら
V
:
.

1
.丸

；：

一
八
年
^

は
一
.
一
四
七
〇
万
へ
ク
タ
ー
ル
と
、
約

ニ

六
.0

万 

.

へ.
ク
タ
ー
ル
も
増
大
し
、へ一

九
エ
九
年
に
は
そ
れ
を
夷
に
四
ー
0

万
へ
ク
タ
ー

■

: 

二 

ガ

：

ハ
三-
2K)  

'

る

(

第
6
表
参
服
\

:

大
麦
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
播
種
面
積
、
収
獲
高
と
も
に.
一
 

九

一
三
$

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
は

一

九
一

セ
年
に
は

一

九
'一

三 

年
の
1
2

の
取
穫
高
し
か
あ
げ
て
い
な
い
？
燕
麦
収
穫
高
も
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ 

ン
ス
に
お
い
て
著
し
く
減
少
し
、

一•
九
一
七
年(

ド
イ
ツ)

.
及
び
一
八
年(

フ
.. 

ラ
ン
ス)

に
ば
一
九

一
三
年
の.1
2

以
下
に
減
退
し
‘て
い

る

。
ド

イ

ツ

：の
裸
麦 

生
産
高
も
同
様
に
戦
時
中
を
通
じ
て
減
少
し
、
■
一
九
一
七
年
に
は
一
九
- :
.

11

年 

の
五
七
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る(

第
7
表
参
照〕

。

.

こ
の
ょ
ぅ
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
農
^
^
産
の
著
し
い
減
退
は
、
.ヨ
I
 

ロ 

ツ
パ
に
お
け
る
農
産
物
®

の
異
常
な
騰
貴
を
も
た
ら
し
た
0.
小
麦
M

に
つ
' 

い
て
み
れ
ば
、
戦
時
中
を
通
じ
て
戦
前.
の
収
穫
高
を
保
持
し
て
.い
た
イ
ギ
リ
ス 

に
お
い
て
さ
え
、1

九.
一
四
年
以
降
年
々
急
騰
し
、T

九
一
七
年
に
は
ク
ォ
ー
、
 

ター

当
り
七
五
シ
リ
ゾ
グ
九
ぺ
ン
ス
と
、
小
ま
g

が
騰
*
し

は

じ

め

た

一

：
九

 

1

四

年

と

比

較

し

て

.さ

え

一
ー
倍̂

-!
:
に
，ぱ
ね
上
り
、：播
種
面
積
：が.
激
増
し
且
つ. 

豊
作
に.
め

ぐ

ま

れ

た

一

九

ー

：
八

年

に

す

ら

、

ほ

と

ん

ど

こ

，
の

1

水
準
を
維
持.  

し
た.
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い.
て
も
、>

く
^'
小

麦

取

獲

高

が

激

減

し

た

 

1

九
1
七

年

に
.
は

急

激

は

騰

貴
1;
は

じ

か

、

翌—-
*
八

年

に

は

キ

ン

タ

ー

ル

当

り

 

'五

六
.'
五1

フ
ラ
ン
を
記
録
し
、.
こ
れ
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
，る
と
同
様
に.、. 

値

上

：
り

し

は

.
じ
■め
た
ニ
九
一
四
年
の
ニ
佶
以
上
と
：な
っ
た
の.
で

お
る(

第
8
表
. 

参
照)

。.
ド

イ

ツ

で

は

小

麦

麗

；
の

急

騰

は

み

ら

れ

な

い

が

、
：
：
と

れ

は

--
;

生

活
 

手
段
の
躍
を
軍
需
原
材
料
の
麗
と
同
様
に
低
く
維
持
す
るJ

:

と
い
ぅ「

包 

囲
さ
れ
た
要
塞
の
経
^
^
 ̂
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出 所 第 6 表に同じ。

〔第 7 表〕 ヨ—P ツバにおける大表.燕麦及び裸麦の播種面稼と职獲高

(1913 〜1920#b

八

V m

%
次へ

大 麦 燕 • • it 裸 表

イ ギ リ ^ F イ ソ ド：f ッ フ % ； ン ス ド づ 、ン

播 種  
面 積 収獲高

播 種  
面 積 収獲高

播 種  
面 積
千へクタ
— ノレ_

収獲嵩 播種面溃 取！_ 播種面猜 収獲高
千へクタ
— ル

百万キン 
タール

千へクタ
- ルノ

百•万キン
タール

百万キン
タ一ル

千へクタ， 
ル

百万キンタ
一ル

•へクタゥ

ル
百万キンタ
- ル ':

1913 782 16:1 1654 36.7 4438 97.1 3979 51,8 6414 122.2
1914 758 15.6 1582 31.4 4388 90.4 3591 46.2 6299 104.31915 617 11,3 1620 24.8 4615 59.9 3268 34,6 6411 91.51916 669 12.7 1524 28.0 3616 70.3 3147 40.2 5999 89.41917 727 13.8 1461 18.6 3565 37.2 2958 31；1 5550 70.01918 744 15.0 1365 20.6 3266 46,8 2720 25,6 5747 80.1
1919 757 14.0 1126 16.7 2993 44.9 2855 24 9 4403 61.01920 829 15.8 1198 18.0 3244 48.7 3350 42.3 4325 49.7

\ 摘

年 \ 要  

次\
ド で̂ ッ フラ ソス ィ ギ リ ス

播種面稹 収獲高 播種面橫 収獲高 播種面積 取獲高
へクタ—ル
当リ収播高

干へクタ一 百万キンタ 千へク身ー
ル. 百万キンタ

一ル .

千へクタ一 
ル

首方ギシタ .年シ次— ル

1913 1974 46.6 6542 86.9 725 16,0 33.1
1914 1996 39,7 6060 76.9 772 17.7 22.9
1915 2003 38.6 5489 60.6 945 20.8 22.0
1916 1683 30.9 5030 55.8 831 16.6 20.0
1917 1518 22.8 4191 36.6 852 17.8 20.8
1918 1435 24.6 4449 61.4 1131 26.2 23,2
1919 1299 21.7 4604 49,7 960 19:4 20.2
1920 1381 22.6 5094 64.5 801 15.8 19,7
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〔第11表〕 大西洋彼岸諸国における小浚播種面:撗増減指数

年 次

国 別
1909〜 1913 1918〜 1919 1923

合 衆 国 100 143 124
■ 力 ナ ダ 100 188 222
アルゼンチ.ン 100 110 102
オーストラ Vア 100 131 144
印 . _:.度 100 102 105
合 計 100 130 126

〔第12表〕 ョ一ロッパ • 北 ア メ リ力における小麦の 播 種 面 積 と 生 産 高 （1909—1921年 )

藏

播揮面積（百万へクタール） 生 産 高 （百万キンク一 ル）

3  —  p i ッ パ 北アメ  V 力 ヨ 一 ロ ツ ノ  く ： ：|匕:アンリプフ

面 積 減選率 面 橫 増加率 生産高 減退率 涂te高 増加率

1909〜 1913 
1914〜 1918 
1918〜 1921

27.3
25.3 
23.8

%
■ / ■ 

7.3 
12.8

21,9
28.6
35.8

% ,

3も.0 
64.0

348.6
278.6 
275.0

%

20.0
21.1

243.7
293.7 
308.3

%  ；
21.0
27.0

*

出 所 '' **A n n u a ire  in te r n a tio n a l de s ta t is t iq u e  a g r ic o le  1909 a 1921,” . 1922.
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〔第 9 表〕.大西萍彼岸諸国における製パン用穀物の生産高及び輸出高の変遛

(190S 〜 1924 年)
V 摘 
年\

次 \  (平均) \

ア メ リ カ 合 衆 国 カ ナ ダ
ァ_/レ，ビン:

ォーストラリア

小 表 ラ イ 表 小 -it
, ■

小 爲 小 ' . . . : ，表 .
生産高
千トン

輸出高
千トン

生鹿高
千トン

輸出高
千トン

生産高
千ト、ノ

輸出高
千トン

生齑高
千トン

輸出高
千トV

生産高
千トソ

輸出高:
千トシ

1909〜13 
1914〜15 
1916〜20 
1921〜23 
1924

18151
22513
22797
22821
21697

2649
6476
5501
7025
3496

852
1069
1689
1910
1602

17

193
722
926
932

4533
5162
6926
8744

12906

2028
3182
4378
5317
8414

4282
3727
4650
5050
6744

2598
1877
3172
3193
4634

2231
1741
3075
3483
3402

1834
816

1714
2313
2293

-■ . . . . .  ... . •に- . ■ .

出戸;！. Sermg, M .: Internationale.Preisbeweguug' und L ageder Xiandwirc- 
schaft in den aufiertropischen Ijandern, 1929, S S .196, 198^199.

芽、 次 .1909〜1913 1918〜1919 1923
\ 播 種  

別 積 千ェ'— 力パ一

..

% 千 :力 — : % 千ェ一力一 %

食 衆 国 47,097 43.5 67,437 47,7 58,253 42.6
力 . ナ ダ 9,945 9.2 18,240 12.9 22,165 16.2
..ア.ノレ/ゼシ :チ. ン 15,799 14.2 17,425 W 16,081 11.7
オ— X トラリア 6,798 6.3 8；882 6,2 9,804 7.2
知 ， 度 29,043 26.8 29,642 20.9 30,492 22.8
合 . 許 108,682 100.0 141,626 100.0 136,795 100.0
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第1Q表〕 大西洋彼岸諸国における小表播種面積p 変遷
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〔第14表〕 大西洋彼岸諸国における肉及びバタ一の輸出状況，

. 肉 . の 輸 出 , 高 バ タ ー の 輸 出 高

アメリ力合衆国 ア ル ゼ ン _ チ 、ノ ' ォ - ス ト ラ リ 7 _ ' ア ル ゼ . ソ...チ..'ノベ.

年 次
(平均）

牛，豚，
ラ - ド

の総計

每 次(乎均）

斤- ；.羊の ’ 
総 ___ ff* /罐詰* mm\ tを 含 む I

年 次/1909<̂ 13-̂ \ Aは 平 均 )
牛 ，幸め 

線 f t
(SS詰を含む）

¥ 次(平均）
ト ン

1909〜13 
1914〜15 
1916〜20

千トン458
452
967

1909〜13 
1914〜15 
1916〜20

千トン388
437
577

1909〜13
^914
1915

千トン145
87*

246

1909〜13 
1914〜15 
1916〜20

3145
4052

15263
出所 Sering, a. a. 0 ” SS. 213,214,218.
■ * 1 月 1 日から6 月30日まで。

年  '次 （平均> 生 鹿 輪 入

1909八0 〜1913/14 
1920〜 21

干トン1149
858

千トン1183
1356
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wild 

pasture 

l
a
n
d
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が
開
墾
さ
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(

10)

て
作
付
け
さ
れ
た」

。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
小
麦
作
#

面
積
の
.か
か 

る
拡
張
は
、，
最
も
劣
悪
な
労
働
力
の
吸
引
と
時

rl
}

間
外
作
業
と
掠
奪
農
耕
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
た
.の 

で
あ
る
が
ら
、
生
産
量
の
増
加
が
商
積
の
拡
張 

ほ
ど
で
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
.あ
っ
た
。
そ 

の
意
味
に
お
い
て
も
、
興
後
農
業
恐
慌
直
前
ま

と
も
あ
れ
、

一
九
二
〇
年
の
|

恐
慌
は
、
以
上
の
よ
ぅ
な
世
界
経
済
構
造 

の
変
化
を
1

と
し
て
勃
発
し
衣
の
で
あ
る
が
、
'.し
か
し
、
そ
れ
は
か
か
る
構 

造
変
化
か
'ら
直
接
的
に
惹
起
さ
れ
だ
ひ
で
は
な
く
、

l

y

丨
ム
に
よ
？
て
媒 

介
さ
れ
で
起
つ
.た

も

の

：
で

あ

る

こ
'と
を
忘
れ
て
は
..な
ら
な
.い
0

(

1)
Sering, a. a. 

p
'
s
.

 20V

(

2) 
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ヴ
ァ
'
ル
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前
掲
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ー
鎏
第
ー
ー
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第
三
七
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す
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連
合
国
の
；
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上
げ
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シ
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給
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断
切
さ
れ
る
や
い
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や
始
^
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n
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こ
れ
は
戦
時
キ
、高
賃
.銀
^:
業
や
軍
隊
に
流
出
し
て
，い
た
：労
働
カ
：が
、.

「

軍 

■;
:

事
経
済
か
ら
平
和
経
済
へ
.の
¥

の
M
程
で
帰
農
し
た
こ

と
^'
も

よ

る:0
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W
o
r
l
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九
年
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：1
:0
年
間
.に
約
四
〇
0
〇
万
；
ェ
！

ヵ
办
：牧

韋

%:
と
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2
:
0〇方
エ
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-.- 

、
.—

力
ー
の
未
墾
地
が
開
貉
さ
れ
た
と
い
チa Baker, 

p
. 

E
.
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h
a
n
g
i
n
g
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次

大

戦

後

か

敷

業

恐

慌

め
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格

£
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.
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ノ
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Utilization 
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t
a
t
e
s
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s
’
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a
.
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，.'
:
?
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2
Q
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■■

ニ
戦
後
ブ

l

ム
、ど
：戦
後
恐
慌
の
：性

格

マ

I

戦
後
プ
ー
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
特
徴

’

「
：

一

九

，
一

八

ヰ

+

一
一

 

月

の
^

M
結
i

は、一は沈滞し、

 

匕

九

：ー
九
年
春
ま
で
物
価
下
落
が
づ
づ
い
ゼ
，

」

が
、

こ
办
局
面
は
、
軍
需
エ
場 

:
_を
再
び
民
間
需
要
財'の
生
'|
1
に
置
^

が
ぇ
る
た
め
に
必
要
な
時
期
に
照
応
し
て 

い
る
の
で
あ
っ
で
、
と
：の#
期
に
お
，け
る
産
業
活
動
の

「

一.
般
的
低
下j

の
背 

後
に
は
、「

軍
需
生
産
办
減
退
厶
再
開
し
た
民
間
需
要
財
生
塵
の
増
大
と
い
ぅ 

ニ
.つ
：の
相
異
な
る
展
開
系
列
が
隠
さ
れ
て̂
い
た
の
で
あ
る
。
：:•
•

「

■
こ
の
時
期
は
、
，
い
わ
哽
る
'T

攀
霧
が
ら
平
和
経
済
べ
の
移
行」

の
時
期 

で
あ
り
、-苹
和
生
産
が
芰
配
的
と
が
っ
で
総
生
産
指
数
が
増
大
し
ぼ
じ
め
た
と
_
 

ぐ
き
に
管
を
：つ
げ
る
9
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
に
お
い
て
は「

*

一
 
九
年
三
月
に
は 

:
総

生

産

指

数

は

土

向

し

：
始

め

尨

ぬ

で

あ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

後

：
ー
：
九

ー

ー

〇

年

の

 

*
w

で

「

|
^
ブ
丨
<
1
が
展
開
さ
本
る
。
.
-:

■■
:
■
'
.か
か
る「

戦
争
疆
か
ら
平
^

へ

の

移

行

」

—

^
戦

後

プ

ー

ム

と

い

ぅ

現

 

:
豢
は.
、：ア
：メ
»;
'-:
ヵ
<

^
国
に
お
け
る
聖
：エ
業
生
産
指
数
、鉱
證

産

指

数

、-
石 

:
炭

、
：
鉄

故

、
，
銑

鉄

'>
,
>
'鋼
鉄
、::
'
-機
関
寧
の
年
生
薦
及
び
銑
鉄
麗
の
変
化
、
及 

び
ィ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
鉄
鍋
办
蓮
産
高
の
：変
化
め
3

ち
に
明
百
に
}
か
が
わ

'
 

.

.

. 

:

二
三
'.(

三
六
九)



\ 摘 o X 要
輸出総領

. 完成品 
輸 出 領

機 械  
輪 出 額

小 . . 表  
輪 出 高

年 X  
、次 \ 百万ドル

..  • 
百万ドル. 百万ドル

百万ブッシ
エル.

1918 :604 8 2069 270.0 287.4
1919 7750 2564 361.9 222.0
1920 8081 3205 587,7 369.3

び18年に対す 
る1920年の増 
■如率 . 33.6% 54:8% 11赠 : 28*5 匁

に
な
る
前
に
、
政
府
の
要
請
に
蕋
づ
い
て
^
来
の
市
場
状
態
を
次
の
よ
う
に
予 

:

測
し
て
い
た
。

,

' 

.

r

綿
製
品
に
対
す
る
需
要
は
測
り
知
れ
な
い
ほ
ど
増
大
す
る
だ
ろ
う
。
な 

せ
な
ら
ば
、戦
後
市
民
は
戦
時
中
充
足
で
き
な
か
っ
た
需
要
を
補
填
す
る.
し
、
 

;

商
人
及
び
製
造
證
は
新
た
に
在
庫
品
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
繁
栄 

'

す
る
ブ
メ
リ
ヵ
は
以
前
と
同
様
、
今
後
も
わ
が
製
品
の
大
部
分
を
買
取
る
だ 

ろ
う
し
、
最
後
に
、
全 1

裸
の
ド

ィ

ッ

人

と
オ
ー
ス
ト
リ
ー
人
ば
新
し
く
衣
服 

1
.

._

,■. 

、
:'
-
を
主
と
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

C
6)

ろ
う
か
ら」

と
。

合衆国の輸出状況（1918〜1920年）第17表:

出所 ヴァルガ , 前掲書，第 37表< 
1919年と比較すれば66.4% 。

'

.
か
.か
る
■市
場
予
測
に
.
よ
.
つ 

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
棉
藤
入
高 

は
.

'
九

一

八
年
の1

四
九
〇
万 

セ
ン
タ
；ル
.
か
ら
、

一
九
.一..
.九
年
. 

'.

に
は
一
八
四
0

方
セ
ン
タ
ル
へ 

と
二
三
‘
•

五
％
も
増
大
し
、J: 

九

：一
一
〇

年

の

綿

布

輸

出

高

は

、
: 

前

年
.の

三

五

億

ニ

：
四

0 .
〇

万

ヤ
 

丨
ド
が
ら
四
四
億
ー
ー
ー
；
五

0

0

万 

ヤ

ー

ド

と

、

ニ

五

'

.
八

％

の
：
増
. 

加
率
を
承
し
：た
。：

「

復
興
需
要j

と

い

ぅ

^

制

 

i

要
に
基
づ
い
て
典
型
的
な

第
一
'
次
大
戦
後
の
農
業
恐
慌
め
性
格(

上)

r

戦

後

ブ

ー
I

ム」」

を
経
験
し
た
の
はt

最
も
有
利
な
政
治
的
経
済
的
諸
条
件
の 

も
と
で
戦
#
.
か
ら
脱
却
し
た」

.ア

メ
リ
力
合
衆
国
で
あ
.
*?
.
た
。
そ
の
こ
.
と
は
、

一
九
1

九
年
か
ら
ー
九
ニ
〇
年
に
か
け
て
の
輸
出
高
の
著
し
い
増
大
に
う
か
が

;

.:

ゎ
&

《
(

第
|

>

。
.
';
^

■

:

.
•'
:

総
じ
て
、
.
戦
争
に
よ
.
ナ
\
3
有
利
と
な
っ
た
_国
々(

合
衆
国
、
ヵ
ナ
ダ
、
日
本
、
 

ィ
ギ
.
リ
ス
>

_
の
資
本
家
達
は
、「

復
興
需
要」

と
い
う
擬
制
的
需
要
を
見
込
ん 

で
、
戦
後
市
場
が
：あ
た
か
も
限
界
が
な
い
か
の
よ
う
に
活
動
し
は
じ
め
た
の
で
. 

:

あ
る
。
:

. 

'
•

と
こ
ろ
：で
、
こ

の「

戦
後
ブ
一
ム」

の
本
質
的
な
特
徴
は
、
高
揚
局
面
に
よ

.
?
て
先
行
さ
れ
て
い
な
か
：っ
た
，と
こ
ろ
に
あ
る
。
通
常
の
景
気
循
環
に
お
い
て

位
、
ブ
ー
ム
は
恐
慌
に
直
接
的
に
先
行
す
る
高
揚
局
面
の
最
終
階
梯
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
，
こ

の「

戦
後
ブ
ー
ム」

は
、
戦
争
景
気
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
民

間
消
費
財
適
業
の
®

慌
的
側
面
か
ら
の
，脫
却
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
こ

れ

は「

戦
後
活
況(

N
a
c
h
k
r
i
e
g
s
b
e
l
e
b
u
n
g
)」

と
も
^
は
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
：が
、
：
こ
©

活
況
は
し
か
し
、
：通
常
の
搪
環
に
お
け
る
よ
う

に
は
高
揚
.に
移
往
し
な
い
で
、
：ま
た
、
シ
；ュ
ミ
：.ッ
ト
、が
第
一
.

一

次
大
戦
後
の
循
環

に

つ

い

て

述

べV

い

る

よ

う

な

「

戦

後

高

揚

：(N
a
c
h
k
r
i
e
g
s
a
u
f
s
&
w
u
n
g
)
」

に
移
行
す
ん
こ
と
な
く
、
直
接
恐
慌
に
移
行
し
ズ
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「

熱
狂
的
な
活
動
が
坐
産
的
投
資
の
増
大
ネ
り
も
む
乙
ろ
投
機
に
根
ざ
し
て
い

た
が
た
：めP

放
^

J。

戦
争
に
よ
'
っ;̂
生
じ
た
大
衆
の
窮
乏
化
は
、終
戦
の
際
に

存
在
し
た
生
産
！̂
1

を
使
用
し
戦
前
の
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
；に
よ
っ
て
独
占

.

資
本
や
有
利
な
条
件
に
あ
っ
だ
»

本
主
義
国
が
莫
大
な
利
51
を

獲

得

す

る

、
こ

と

_
、
；
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五
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三
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〔第15表〕 平和経済への移行と戦後ブームの指標（アメリ力及びイギリス )

V 摘
7 メ... リ 力 合 衆 m イ ギ リ ...ス

年 要 生産指数 生 鹿 m 価格 生 iM高 価格

次 \

加工
工業

響 石炭 _ .就•鉄 鋼鋏 機関
銑鉄 銑鉄 . 鋼鉄 棉花

し1923ん.1925年. =  100.
百方ン
グトソ

音ラ)■ロン 
ゼトシ

百万ロ、/  
グトン

百万ロン 
グトン 合.:入. トン当

りKル
千p .ソ 
グトン

:千.ロ,y' 
:グK.ン. 磅当り

ペンス;..
1918
1919
1920

81
79
84

86 
, 7.7 

87

605.5
494.6
587.7

69,7
61,0
67,6

39.00
31.02
36.93

44.46
34.67
42.13

6475
3272

'3672

35.56
32.75
46,74

9086
7398
8035

9539 
:‘ 7894 

9067

22.30
19.65
23.14

; 出所ヴァルガ，前掲書、第加表，第 37表。

〔第16表〕 平和経済、への移行と戦後ブームの指標（ドイツ及びフラ ンス）

\摘 ド ィ
■; ■

. . . . . ッ ■ V ： フラ ンス

卸売物 

価指数

生
. . . ："

産 局 座産尚 伽 格

年 \ X 菜生産 
総衔数 石 炭 褐 炭 加里塩 銑 鉄 _ 鉄 銅 硫 酸

セメンh アルミモ
銑 鉄

次 \ 1913 年
ニ柳

1928年 =  100V
百万ト
ソ M K 千トン 千トン 千トン 千トン 千トン ギト 千トタ

キンタト 
ル当V , . 
フラン

1918
1919
1920

153.6
96.9

105.8

55,9

54.0

158.3 
116.7
131.4

100.7
93,8

9283
7888

11390

9208
5654
6388

11830
6877
8363

69.9
33?2
48.5

1009

792

1919
1800
2260

12.0
10.2
12.3

31.30 
26.70
55.30

, 

:
■:
.

—•

一

四.(

三
七
〇)

れ

る(

第
15

表
参
照)

。「

平
和
経
済
へ
の
移
行」

期
に
お
け
る
生
産 

の
低
下
、
そ
れ
に
続
く
生
産
の
回
復
.

上
向
は
、
ド
ィ
ッ
の
場
合
に 

:.:」
v

も
可
成
り
成
汎
聖
要
な
産
業
部
門
に
：.つ
い
^

み
ら
れ
る
し
、：
フ
ラ 

■.
',
:

->
<

ス
^

つ
い
.て
は(

ビ

う
ち
に
見
出
さ
れ
る
.：(

第
16
表
参
照)

。

..

.

こ
の
よ
う
な「

戦
後
ブ
ー <

」

の
原
因
は
ど
こ
に
求
め
ら
る
べ
き 

:

で
‘あろうか？

しば

.し
ば
.:
'
.
>い
わ
ゆ
る：

逼

興

需

要
9

1

 

.

h
o
r
b
e
d
a
r
f
)
」

.

.に
求
め
ら
れ
る
。
；す
な
わ
ち
、
'「

国
民
大
衆
は
、
戦 

:

■

時
中
は
.j

定

.
の

消

費

財

を

入

手

す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

:.
.

.

'戦

.#

経
済
が
平
和
馨
に
席
を
ゆ
ず
る
や
い
な
や
、
彼
ら
が
意
の
ま 

麵

ま

に

：で
き
る
貯
金
を
消
費
し
た」

：：と

.0
:

 

ノ

:

_
 

:

..

し
か
し
、
；か
か
る
説
明
は
、「

^
#
者
が
そ
の
賃
銀
の
ほ
と
ん
ど
全 

,

,

:
額
を
生
存
の
最
低
：の
た
：め
の
食
糧
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ 

•

う
な
水
準
ね
、へ
労
働
者
階
級
の
生
活
水
準
が
低
下
し
た
_
ゆ
申
に
お 

第

.
，
げ

ふ

労

働

者

の

撺

取

と

貧

困

化

の

異

常

な

激

化

を

隠

蔽

す

^

し

も

の

 

書

で

あ

る

。
戦
時
中
：に
.お
け
る
莫
大
な
蓄
積
は
、
国
民
大
衆
で
は
な
く 

前
て
大
資
本
家
及
び
大
商
人
な
ど
の
戦
争
利
得
者
の
手
に
こ
そ
あ
っ
た 

'
 

'と
い
わ
ね
♦は

な

ら

な

：
い

『

そ

れ

故

に

、

「

戦

後

ブ

—

ム」

が「

復

興
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戦
争
景
気

‘は
、
民
間
消
費
財
生
：産
の
は
げ
し
い
減
退
、：
固
定
資
本
.の 

著
し
い

'消
耗
、
戦
争
進
行
過
程
に
お
け
る
商
品
、
生
産
手
段
、
 

労
働
力
の 

/
破
壊
な
ど
を

.ひ

.き
'起
す
こ

.ど
に
よ
つ
て
、

恐
慌
的
側
面
を
も
呈
す
る
。

(Claude,. H.: a. a. 

p
, SS. 

66
〜
67.)
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シ

工

、、、
ッ

ト

も

「

戦

争
 

.

景
気」

が
循
環
的
な
好
況
局
面
と
根
本
的
に
異
っ
て
：い
る
最
も
重
要
な
メ 

ル
ク
マ

I
ル
の
一
.つ
と
し
て
、

H

i
の
好
況
局
面
が
つ
ね
に
消
費
財
生 

産
の
一
定
の
増
大
に
ょ
マ
て
特
微
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
戦
争 

の
時
期
に
お
い
て
は
大
抵
の
消
費
財
坐
産
が
著
し
く
減
少
し
、

多
く
の

'

部
門
'に
お
い
て
完
全
に
停
止
さ

.れ
さ
え
す
る
こ
と

1_
を
指
摘
し
0
，
1̂
§
0> 

p
r&.
l
e日
e
j 

soo)

、「

世
界
戦
争
が
そ
の
被
壊
と

^
產
制
稱
に
.ょ
っ
て 

循
環
的
過
剰
生
産
恐
慌
と
同
様
の

.
機

能

をい
と
：な

むj

と
い
ぅ

、

戦

争 

景

気
.の

「

恐

慌

的

機

能

(
K
r
i
s
e
n
f
u
n
k
t
i
o
I
O
J

を
〃
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摘
し
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.
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戦
後
恐
慌
は
、
：周
知
の
如
く
日
本
に
お
け
る
生
糸
相
場
め
崩
壊
が
ら
：は
じ
ま
：
 

，っ
た
。：

一.九
ニ
0
年
の.
は

じ

め

に

、
.
東

京

生

糸

市

場

が

パ

_'
一

 

ッ

ク

に

獲

わ

れ
、':
'

'

第
一
次
大
戦
後
の
農
業
恐
慌
の
性
格(

上
：

)

.

■

生
糸
価
格
は
一
九
二
〇
年
，

|

月
の
百
斤
当
り
四
三
五
〇
円
か
ら
一
九
一
1
〇
年
七 

.

月
に
はI

一
 

〇
◦

円
に
ま
で
続
落
し
だ
。
e

れ
を
契
機
と
し
てI

九 

一E
T

年
以 

来
つ
'
つ
い
て
い
た
大
戦
に
よ
る
日
本
産
業
の
：；r

黄
金
時
代
1-
は
終
り
を
つ
げ
た 

の
;で
.
あ
る
。.
.
^の
•
こ
ど
は
、
:.P

九
.

j

九
年
か
ら
一
九
一
ー
〇
年
に
か
け
て
の
坐
糸 

生
産
高
の
激
減
を
は
じ
め
と
し
て
、
石
炭
、'.
銑
鉄
、
造
船
、
綿
糸
、
化
学
工
業 

な
ど
の
：各
部
門
の
恐
慌
に
よ
る
年
次
生
産
高
，の
減
退
及
び
そ
の
後
の
発
展
テ
ム 

ポ
の
著
し
い
鈍
化
の
ぅ
ち
ぬ
明
白
に
ぅ
か
が
わ
れ
、

一
般
的

に

は

猜

高

鉱 

エ
業
生
遮
総
額
の
減
少
に
示
さ
れ
て
い
る
.

(

第
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表
参
照
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0

也
糸
産
額
は
一 

.
九
一
九
年
の
九
億
C

千

万

円

か

ら
—*
九

ニ 
0

年
の
.
五
億
七
千
万
円
べ
と
.
三
八
％ 

減
少
し
、
上
覦
-

貫
樂
り
平
均
麗
は
ゝ
議
に
つ
い
て
み
れ
ば
三
六•

四
％
、
 

夏
秋
繭
は
実
に
•
五
：四

，
五
^

の
低
落
を
示
し
た
の
で
あ
る(

第
23
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参
照
>
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■■

そ
の
他
の
産
業
部
門
で
も

1

般
ic

一
九 

一- :

年
に
は
生
産
が
底
を
つ
き
、

一
 

九
—*

九
年
に
比
較
し
で
、
工
業
生
産
高
総
額
ば
四
八
％

の
低
落
率
を
示
し
、
輸 

. .

出
f

 

四 

一
 

1
%

減
少
し

'

た.

。
V

'

'

-
 

' 

■

,

ァ.
メ
リ
力
合
衆
a ：
で
比.
、

一
九
二
〇
年
■ニ
月
に
機
械製

作
！-!

業
生
產
の
上
昇 

i

舐
ス
ト
ッ
プ
し
、
棉
花
の
！-
4
1
費
高
が
減
少
し
は
じ
め
、
.泗
月
以
降
は 

。
エ
篆
と
い.
わ
ず
農
業
と
い
わ
ず
、7
恐
慌
が
こ
の
国
の
|::切
の
産
業
部
門
を
と
ら
. 

え
、
4
九
ニ一

年
に
はM

を
つ
い
；た
。F

e
d

e
ra

l  K
e

s
e

T
v
e

w
o

a
rd

の
.工
業 

生
産
指
数
は
、.
で
也
ニ
び
年
六
月
か
全
光
エ
--

落.

を
示
し
：、ノ
恐
慌
期
間
の
月
別
資
料
ば
よ
れ
ば

「

銑

鉄

生

産

高

は

七

四

岑

銅 

産
高
ぼ
妇
七% '

:

、' :
',
'石
炭
産
額
は
六
九
％
、
棉

薩

費

高

は

五
0

%

の
低
落

率

を

余

し

，
た

と

い

わ

れ

、

'ヴ

ァ

：
ル
'ガ

は

、

「

，
一

九

二
0

年
の
：恐
慌
は
、

そ

の

破
'

s 

.
ニ
.九
.
.
.
.
：
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三
.
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-

び
i

の
消
費
力
が
減
退
し
て
い
t

の
に
、')

覆
興
需

i
a

を
期
待
し
て
の
投 

機
に
.ョ
リ
多
く
根
ざ
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
.
，
：

.

.

.
:

同
様
に
、「

激
烈
な
投
機
熱
に
浮
か
さ
れ」

'

て
展
開
さ
れ
た
ィ
ギ
リ
ス
：に
お 

け
る
一
丸
1

九〜

ニ
0

年
の
.

^

^

.
丨
ム
も
ー
九
ニ
0

年

末

の

.
恐

慌

の

勃

発

に

 

よ

っ

て

終

り

を

つ

げ

^

)

。

こ

ど

で
も

、

こ

：
の1
-恐
慌
ば
そ
れ
以
前
.の
ど
.の
恐
慌

■■ 

■ 

■ 

. 

. 

.

.

. 

ニ
'
^
.

)

. 

. 

.

.

.
'
'

ニ.
：

よ
り
も
、
鋭
く
且
つ
烈
し
い
も
の
で
あ
っ
た」

？

そ
め
；こ
と
は
、

こ
の
恐
慌
に 

よ
る
至
要
生
産
部
門
の
生
産
高
、
物
価
、
及
び
輸
出
入
額
：の
低
落.
減
退
率
を
：
 

そ
权
£
先
行
す
る
諸
恐
慌
期
め
馨
、
減
退
率
と
此
較
し
て
み
れ
ば
、
二
目
瞭
；

:
第
ー
次
大
戦
後
：の
農
業
恐
慌
の
性
格
-'
'
:

(

上)

然
で
あ
る

(

第
25

表
参
照)

。

石
炭
、

鉄
鋼
の
生
産
高
及
び
物
価
の
低
落
率
は 

一：九1
1

九
年
恐
慌
の
場
合
と
比
較
し
て
さ
え
：ョ
リ
大
き
か
V

た
の
で
あ
る
。

 

そ
し
て
、
石
炭
、
.
銑
鉄
、
銅
鉄
な
ど
甚
幹
産
業
部
門
の
生
産
高
は
今
世
紀
の
如 

■
何
な
る
恐
慌
の
■際
に
も
達
ず
る
こ
と
.
の
な
か
つ
た
ほ
ど
の
最
低
水
準
に
ま
で
勝 

退
し
た
の
：で
あ
.つ
た
.0

こ
こ
に
も
こ
の
罾
後
恐
^

の
牿
質
が
.ぅ
か
が
わ
れ
る
。
 

.
こ
：の
よ
1

な
は
げ
し
い
戦
後
恐
慌
に
'
よ
つ
て
、
戦
後
ブー

ム
の
■間
に
一
_

㈤

に 

引
上
げ
ら
れ
存
労
働
者
の
賃
銀
は
再
び
著
七
く
引
下
げ
ら
れ
、

一
九
—*1

ニ
年
に 

f
は
組
織
费
働
者
の
失
業
率
は 

一
$
.-
.. 
一一
％
に
及
び
、

.

_

^
製
作
及
び
罾
1}

罾
を 

•
: 

.

..

.

.
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O
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七
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I
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出 所 ヴ ァ ル ガ ，前掲書，第 1 卷第 2 部, 第40 , 4 6表。

〔第抑表〕 日本鹿業発展の誰指標(1913へ1925年）■ ■■ * . ■

\ 要  

年 \
X 業生庠 
高総顏

鉱業生殖 
髙释額

. ; : ;  
輸出領

生 糸
m m

化学：！:橥 
牟産額

生 産 .高

石 炭 鉄鉄 ..銅 .. 造船 綿糸
饮 \ 百万W 百万円 百万H 百万R 苗万円 千トン 中トv :中:トソ千登簿瓲 千俵

1913 . -.. 147 6B2.5 199.5 . — 21316 240 66.5 65 1518
1914 1310 155 591.1 176.1 176 ^2293 300 70.4 . 86 1666
1915 :~ 176 708.3 211.4 :— 20491 348 75.4 49 1720
1916 ...._ 281 1127.5 313.8 . : — 22902 438 100.6 146 1926
1917 . . ：- 362 1603.0 .407.7 — 26361 489 108.0 350 1924
1918 .一一 514 1962.1 526.7 .-一 28029 671 90.4 490 1803
1919 6470 641 2098.9 919.9 777 81271 780 : 78.4 612 1921
1920 5808 567 1948.4 570.5 716 29245 712 67.8 457 1817
1921 5181 333 1252.8 595.3 509 26221 650 55.0 227 1811
1922 5340 347 1637.5 717.1 * 572 27702 694 54.1 83 2228
1923 5645 358 1447.8 795.9 673 28949 797 59.3 72 2171
1924 6281 351 1807.0 837,2 729 30111 ■ 820 63.1 73 2073
1925 6678

に 3 5 6
2305.6 956.1 762 31459 921 66.5 56 2437

〔第23表〕 日本の繭価変動 

(1919 〜1922年)
\ \ 摘  
年 \ 要  

M  \

春 藤
(赏当りW)

夏秋繭
(質当り円）

1919 11.93 11.21
1920 7.59 5.12
1921 7.53 6.4B
1922 10,96 9.56

1919年偭格に 
対する1920年 
価格の下落率

36.4% 54.5%
出 所 小 池基之; 『日本農業 '

問題•生糸間題J (世界 

経备問_ 講座•第 5 部） '弓 :H
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.
実
際
、
こ
の
戦
後
恐
慌
の
激
し
さ
は
年
諸
指
標
を
も
っ
.て
示
さ
れ
る
P

#
ブ 

丨
，
ム
，の
ピ
I

ク
か
ら
の
低
落
率
の
大
き
さ
か
ら
も
明
白
に
看
权
し
ぅ
る
と
こ
ろ 

セ

あ

る

(

第
24

表
参
照〕

。
機
関
車
、

，車
輛
を
除
く
各
生
産
郜
門
に
お
け
る
生 

.
産
高
、;:
:

物
価
、'.
輸
出
入
額
の
呢
落
率
は
、
：：T

九
〇
三
年
及
び
ー
九
0

七
年
恐
慌 

と
く
ら
べ
も
の
に
な
ち
な
い
ほ
ど
激
し
か
っ
た
。
失
1

.

の
•
増

大

を

意

味

す

る

 

加

疋

エ

業

労

働

^

就

業

指

数

の

低

落

率

の

大

き

さ

は

一

九

〇

七

年

恐

慌

時

の

一

一

 

倍

以

上

を

：
示

じ

'

棉
^

^

高
の
は
げ
し
い
減
退
、
.:
'
し
た
が
づ
て
ま
た
棉
花
、

.
綿
布
の
M

の
激
落
、.
.及
び
小
麦
：,
農
産
物
！
^

の
#

馨
な
ど
、
消
費
財
産
業 

部
門
の
低
が
と
く
に
大
き
か

?■

た
こ
i

も

，さ

る

こ
ど
な
が
ら
、
卸
売
物
価 

指
数
の
卞
落
率
の
は
げ
し
さ
ば
、
か
か
.
一
九
二
；九
年
恐
慌
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〔第27表〕 フランスにおける生産 . 消 费 . 物 価 の 動 向 （1919〜1924年 )

ベ  次 \

生
-

消 費 卸 物

--------------
価

工業生超 
総 指 数

锁維工業 
注座指数

..アルミニ.
~み生 

超高

千 ト ン

右 炭  
.消費高

棉 花  
消費高

総栺数 石炭 銑 鉄
生 糸

1913 年 =  100 1913 年 =  100 百 万 ト ン
千 キ ン タ
一ノレ

1901ベ491 0年  slOO キンダ - 7 レ 

当 9 .フラン . キン夕，/レ 

当 9 フラン

kg当り

フ ラ ン ___
1919 57 60 10.2 45.6 2007 412 5,37 26,70 165

、1920 62 66 12.3 56.8 2024 589 15.50 55.30 315
1921 55 52 8.4 51.3 1887 399 10.94 26.23 181
1922 78 85 7.5 61.9 2396 378 7,56 23:42 224
1923 88 83 14.3 . 6 9 . 5 2352 484 8.14 40.98 820
1924 109 88 16.3 75.0 2812 595 8.44 34.83 300

出 所 ヴァルガ，前掲書，第 39,44表。
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